
健康で安全な生活と豊かなスポーツ
ライフを実現するための教育の充実
～生涯にわたって運動に親しみ、健康の大切さを意識する教育のあり方～

⼭⼝県中学校校⻑会研修第４分科会「健康教育」
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図： (mext.go.jp)

「生きる力」とは、知・徳・体の調和のとれた力8

引用：⼭⼝県教育推進の手引き



引用：0201.pdf (mhlw.go.jp)

身体及びこころの健康を保つための三要素

運動

栄養 休養
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【研究の４つの視点】
• 研究推進体制のあり方について
• 岩国地区の中学生及び各年代の⼀般成人対象のアンケート調査について
• アンケート結果による実態把握と周知について
• 各中学校の特色を生かした実践について
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【研究の視点①】

•研究推進体制のあり方について
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○研究推進体制
・「地区校⻑会推進委員会」を３月に立ち上げ。
（校⻑、保健体育科教諭、養護教諭）

岩国市立川下中学校にて
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【研究の視点②】

•岩国地区の中学生及び各年代の⼀般成人対象の
アンケート調査について
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○推進委員会の委員が、「運動・スポーツ分野」
「健康分野」の各アンケート項目を決定（６月）
○ FORMSを活用して調査実施
○調査時期：７月
（運動・スポーツ分野は、

７〜９月に調査） 養護部会

保体部会
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【研究の視点③】

•アンケート結果による実態把握と周知について
•「スポーツライフ（する）」「朝食」「睡眠」
にクローズアップ

（別紙）アンケート項目 参照
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朝食の摂取状況×性別・年齢別
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第２次岩国市健康づくり計画（2022）アンケート調査16



学校生活の充実度×朝食摂取日数
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学校生活の充実度×平日の睡眠時間
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学校生活の充実度×主観的な熟睡日数
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学校生活の充実度×地域とのつながり
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年代別回答者数（総数：４０２４人）
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年代別×経験種目数

運動・スポーツ分野
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運動好き×経験種目数
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学年別×運動継続意思24

運動・スポーツ分野
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運動・スポーツをする理由（目的） ※複数回答
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年代別×大会運営関わり割合
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29 分析のまとめ（健康分野）
〇 朝食摂取や睡眠の重要性は、周知の事実
であるが、岩国地域のデータからも明らか
となった。
〇 学校生活が充実している生徒ほど、地域
とのつながりを肯定的に捉えていることか
ら、地域連携教育は、学校生活の充実に有効
である。



30 分析のまとめ（健康分野）
● ⻘年期の朝食摂取状況が、中学生の割合
より低下している現状を中学生がどのよう
に考え、当事者意識をもたせることが必要
である。

● 食育の一層の充実が大切である。



31 分析のまとめ（運動・スポーツ分野）

〇 岩国地区の中学生の８割が運動を肯定的
に捉えている。

〇 「運動が好き」という人は、多くの運動に
関わる傾向にある。



32 分析のまとめ（運動・スポーツ分野）

● 運動・スポーツを「する」ことに対する
目的意識を今後、どのように実践につなげ
ていくか。

● 「支える（スポーツ）」「（スポーツを）
知る」の価値をどのように高めていくか。



【研究の視点④】

•各中学校の特色を生かした実践について
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34 岩国市立川下中学校の取組

視点１ 体について学ぶ • 科学的な根拠に基づいた知識



35 岩国市立川下中学校の取組

視点２ 心を豊かにする • 心を揺さぶる体験
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視点３ 生活を整える • よりよい生活習慣の定着

岩国市立川下中学校の取組



37 岩国市立川下中学校の取組
全国学力・学習状況調査 結果より



和木町立和木中学校の取組
〜 アスレティックトレーナーとの連携 〜
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〇生涯スポーツを見越した部活動支援について

① 年間（７〜３⽉）を通して実施

② 部活動単位で、受指導

③ 体幹トレーニングを中心に学習

【効果】
〇 運動への意識が高まった。
〇 新体力テストの各測定値が、
上がった。



研究の成果と課題
【成果】
① 岩国地区内の保健体育科教諭や養護教諭と連携して、
研究課題に向けた取組を組織的に行うことができた。

② 朝食や睡眠、運動・スポーツの重要性について、
本地域のアンケート調査においても、その重要性が
確認できた。
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研究の成果と課題
【課題】
① 健康分野と運動・スポーツ分野の調査を別に行った
ため、栄養・睡眠と運動の関係性（クロス集計）が
できず、研究を深めることができなかった。

② アンケート調査項目を精選することで、研究の目的
に迫る取組につなげる必要がある。
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次年度に向けて
• 各校の特色を生かした取組の集約と各事例の周知・啓発

• 効果的な調査・研究方法等を協議・検討して、岩国地区内
の生徒の意識を把握し、健康や運動に対する意識変容を促す
ために、「推進委員会」を中心とした組織の進行管理を図る。

41


